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◯ 本日はご多用のところ、お集まりいただき、

誠にありがとうございます。

◯ それでは、決算についてご説明させていただきます。
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◯ ポイントは、ご覧の２点です。

◯ １点目は、売上です。

Ｂ２Ｂソリューション事業、日本や東南アジアで堅調な

白物家電事業などが売上を伸ばしました。

また、パナホームを含めた住宅関連事業も増収となりました。

全般的な為替押上げ効果もあり、全社で増収を確保しています。

◯ ２点目は、営業利益です。

これまでの全社的な事業構造改革の取り組みにより

収益体質を強化。また、成長事業の増収による増益への

寄与も拡大しています。

その結果、実質減販の中でも、大幅な増益となりました。

また、継続して進めている合理化等の取り組みも、

収益に貢献しています。

◯ この第２四半期の増益により、第２四半期累計、６ヶ月間でも

増益を達成しています。
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◯ 第２四半期、３ヵ月ベースでの決算概要は、

ご覧の通りであります。

◯ 売上高は、前年比１０２％、

為替影響を除いた実質ベースでは、９７％となりました。

◯ 営業利益、税引前利益、

当社株主に帰属する当期純利益は、それぞれ増益となりました。
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◯ こちらは、第２四半期累計、６ヶ月間の実績です。

◯ 売上高は、前年比１０１％、

為替影響を除いた実質ベースでは、９６％となりました。

◯ 営業利益、税引前利益、当社株主に帰属する当期純利益は、

第２四半期と同じように、それぞれ増益となりました。
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◯ 続いて、地域別に見た売上高の増減です。

◯ 日本は、家電商品が堅調でしたが、

ソーラーの減販影響などにより、減収となりました。

◯ 米州は、若干の減収となっていますが、

販売を絞り込んでいる薄型ＴＶを除けば、実質増収でした。

◯ 欧州は、家庭用エアコン、薄型テレビや産業向けが

堅調に推移し、増収となりました。

◯ アジアは、白物家電は堅調でしたが、薄型テレビやデバイス等が

前年を下回り、全体では減収となりました。

◯ 中国は、家庭用エアコン、薄型テレビ、産業向け機器などが、

減収となりました。
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◯ 続いて、営業利益の主な増減要因をご説明します。

◯ 実質売上減は、売上の減少に比べて、営業利益への影響を

抑えることができています。

また、事業撤退・縮小の影響も収益の改善に繋がっています。

◯ 次に、価格低下を上回る材料合理化・構成差ですが、

増益への貢献が大きくなっています。

この中には、従来より構造改革による事業構成の良化や、

高付加価値商品へのシフト、などの効果も含まれておりましたが、

その影響が大きくなってきたため、項目名を明示いたしました。

◯ その他、構造改革効果を含む固定費の削減などもあり、

全体として前年から２９２億円の増益となりました。
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◯ ただ今説明した営業利益の要因分析を、事業別に、

売上増減も含めて整理したものが、ご覧のチャートです。

◯ この２年間の構造改革で、当社の事業構成は変化しており、

収益性の低い事業が減少する一方で、収益を伴って成長している

事業の比率が増えてきております。

◯ この背景からチャートを見ていただきますと、

まず、事業撤退・縮小、および、販売を絞り込んでいるＴＶ事業は、

営業利益にはプラスの効果をもたらしています。

◯ 大規模６事業部は、営業利益の増益には貢献していますが、

全社の収益改善を牽引するまでには至っていない状況です。

◯ それ以外の事業では、全体としては、売上増となっていませんが、

その中には、Ｂ２Ｂソリューション分野を中心に、

収益を伴って成長している事業があり、

増益への貢献が顕著になっています。
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◯ 次に、営業外損益等です。

◯ 営業外損益はマイナス３２５億円で、

前年に比べて４６億円悪化しました。

これは、新興国通貨安も影響しています。

◯ 税引前利益は９１４億円、

当社株主に帰属する当期純利益は５１８億円となりました。
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◯ 続いて、セグメント別の実績です。

◯ アプライアンスは、減収増益ですが、

製販連結では増収増益となっています。

◯ エコソリューションズは、減収減益ですが、その他に含まれる

パナホームを加えますと、住宅事業全体では増収となっています。

◯ ＡＶＣネットワークスは、増収増益です。

◯ オートモーティブ＆インダストリアルシステムズは、

減収減益となっています。

◯ それでは、セグメントごとに説明いたします。
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◯ 最初に、アプライアンス、製販連結ベースの実績です。

◯ 売上は、前年比１０１％となりました。

収益改善に向けたテレビ事業の販売絞り込みや、

全般的に中国市況悪化の影響を受けております。

◯ しかしながら、日本や東南アジアにおいて、

冷蔵庫や洗濯機など、白物家電が引き続き堅調に推移した

ことに加え、インバウンド需要による炊飯器や

ビューティ関連商品の伸長で、セグメント全体では

増収となりました。

◯ 営業利益は、為替悪化の影響はありましたが、

ビューティ関連商品、洗濯機、冷蔵庫などの増益がありました。

また、国内の販売部門も増益で、

セグメント全体では大幅な増益となりました。
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◯ 次に、個別事業について、ご説明します。

◯ まず、エアコン事業ですが、前年比１０２％、増収となりました。
売上は、中国において、市場全体の流通在庫増加や、
それに伴う価格下落の影響を受け、苦戦しました。
一方、日本や東南アジアでは、プレミアム商品が高く評価されている
ことや、天候良好もあり、増収となりました。
また、大型空調は、専門販社を設立したマレーシアを中心に

アジアでは、二桁の成長を実現、日本市場も販売は堅調に推移しま
した。

◯ 営業利益は、黒字を確保いたしました。
モノづくりのコスト半減を目指した継続的な合理化活動などで、
為替のマイナス影響をカバーしました。

◯ 次に、テレビ事業ですが、

売上は、米国・中国における販売絞込みの影響があり、
全体では減収となりました。
しかし、注力地域である欧州と日本では、増収となりました。
特に、日本においては、４Ｋなど高付加価値商品が
好調に推移しました。

◯ 営業利益は、為替悪化の影響があったものの、材料合理化や
事業構造改革による固定費削減等によりカバーし、黒字転換
いたしました。年間の黒字化に向けて着実に進捗しています。
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◯ 続いて、エコソリューションズです。

◯ 売上は、前年比９９％で、ほぼ前年並みとなりました。

◯ エナジーシステム事業部のソーラー事業は、

消費者マインドが低下、住宅用の中で当社が得意とする

発電規模の大きな物件の需要も減少しました。

需要喚起に向けた取り組みを推進していますが、

国内市況の回復遅れで、大幅な減収となりました。

一方、同事業部の中でも、配線器具やブレーカなどの事業は、

アジアを中心とした海外が堅調で、増収となっています。

◯ パナソニックエコシステムズ㈱は、海外の換気システム等が堅調で、

増収となりました。

◯ 営業利益は、全体的な為替影響に加え、ソーラー事業の

減販影響が大きく、セグメント全体では減益となりました。

なお、ソーラー事業は、減販の中でも収益性は十分に

確保できています。

◯ また、ソーラー事業を除くと、エコソリューションズは

増収増益と、着実に伸長しています。
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◯ 次に、個別事業について、ご説明します。

◯ まず、ライティング事業です。

施設・店舗・屋外など、非住宅向けを中心としたLED照明器具が

堅調に推移し、既存光源の市場縮小による減収をカバーし

増収となりました。

◯ 営業利益は、価格下落や為替のマイナス影響を、

増販効果や合理化でカバーし、増益となりました。

◯ 次に、ハウジングシステム事業です。

競争激化により、システムキッチンなどが

新築市場を中心に普及価格帯で苦戦しました。

住宅市況も回復してきており、全体としては、リフォーム需要を含め

た中高級ゾーンの新商品投入効果などもあり、

売上は、ほぼ前年並みとなりました。

◯ 営業利益は、生産性の向上等による合理化や中高級品シフト

による収益改善が順調に進んでおり、増益となりました。

なお、上期累計でも増益を確保しています。
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◯ 次に、ＡＶＣネットワークスです。

◯ 売上は、前年比１０９％の増収となりました。

◯ モビリティ事業は、国内決済システムなどが好調で、

増収となりました。

◯ 映像・イメージング事業は、

高輝度プロジェクターや、国内のセキュリティシステムなどが

堅調に推移し増収でした。

◯ バーティカルソリューション事業は、

第１四半期に続いて好調を維持しており、

全体の増収を牽引しました。

◯ 営業利益は、バーティカルソリューション事業を中心とした

増販で、大幅な増益となりました。
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◯ 続いて、オートモーティブ＆インダストリアルシステムズです。

◯ 売上は、前年比９８％、減収となりました。

◯ オートモーティブ事業では、車載カメラなどの

車載エレクトロニクスが増収となりました。

◯ インダストリアル事業は減収ですが、

主な要因は、回路基板やＳＡＷフィルターなど、

一部事業の終息影響です。

一方、液晶パネル事業は、非テレビ向けが堅調で

増収となっています。

◯ ファクトリーソリューション事業も減収です。

主な要因は実装機で、前年に一時的な需要増があった反動で

あり、足下、車載・産業向けなどは着実に伸長しています。

◯ 営業利益は、オートモーティブ事業での

将来に向けた研究開発費の増加や、

引き続き高収益は維持しているものの、ファクトリーソリューション

事業の減販影響などもあり、

全体として減益となりました。

今後さらに、材料合理化や固定費削減に努めてまいります。
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◯ 次に、個別事業について、ご説明します。

◯ まず、インフォテインメントシステム事業部です。
売上は、前年比１０４％、増収となりました。

◯ 日本と中国では、車両販売減少の影響を受けましたが、
北米は、好調を維持しており、全体では、為替効果も含め
増収となりました。

◯ 一方、営業利益は、減益でした。オフショア開発などの
開発コスト抑制に努めていますが、
受注増加に伴う開発コストの増加が主な要因です。

◯ 次に、二次電池事業部です。
ノートパソコンなど、ICT向けが大幅な減収となりましたが、
車載向け・産業向けでカバーし、
全体では、為替効果もあり、前年並みとなりました。

◯ 営業利益は、ICT向けの減販影響に加え、
一部価格下落もあり、減益となりました。
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◯ 最後に、各セグメントで説明した

６事業部を一覧にしますと、ご覧の通りとなります。
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◯ ご説明は、以上になります。

◯ なお、下期に向けて、売上は、

前年度の事業撤退等のマイナス影響を、全体でカバーしようと

していますが、市況の悪化もあり、厳しいと認識しています。

◯ しかしながら、ご説明したとおり、これまでの事業構造改革の

取り組みにより、収益体質は着実に改善しています。

したがって、営業利益は、売上が厳しい中でも、

年間見通し達成を目指して参ります。

◯ 今後も、当社へのより一層のご理解とご支援を

お願いいたします。
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